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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、eラーニングを用いた英語学習における学習者の心理や態度を明ら
かにすることであった。本研究ではデータ収集の手段として質問紙やインタビューに加え、学習ログ (システム
へのアクセス回数や滞在時間、解答履歴）など複合的データ収集を行った上で分析を行った。また社会心理学の
視点を取り入れ、視線や表情などの非言語的特徴を明らかにするための調査を行ったことも本研究の特徴であ
る。これらの調査結果に基づき、eラーニングを用いた英語学習を支援する自動フィードバックシステムを開発
し現在試験運用中である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to elucidate the characteristics and attitudes
 of learners in English language learning using e-learning. In this research, in addition to 
questionnaires and interviews, data collection methods included the analysis of learning logs (such 
as system access logs, study hours, and test scores) to conduct a comprehensive analysis. 
Furthermore, a distinctive feature of this study was the incorporation of social psychology 
perspectives, involving the investigation of non-verbal characteristics such as eye movements and 
facial expressions. Based on these survey results, we developed an automated feedback system to 
support English learning using e-learning, which is currently in the trial phase.

研究分野：応用言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究を開始した2019年度において、eラーニングを行なっている学習者の心理や態度などの動的なプロセスにつ
いては明らかになっていない部分が多くあった。そこで本研究課題においては、まず (1) 学習者がどのような
心理や態度でeラーニングを利用した英語学習に取り組んでいるかを明らかにし、その上で (2) 学習者の意欲を
維持させるための介入 (フィードバック) を行う英語学習支援自動フィードバックシステムを開発することを目
指した。フィードバックシステムは現在試験運用中であり、幅広く利用できるよう一般公開を予定している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
研究を開始した 2019年度において既に eラーニングを利用した英語教育は様々な高等教育機
関で実践されていたが、eラーニングを行なっている学習者の心理や態度などの動的なプロセス
については明らかになっていない部分が多くあった。eラーニングは端末を通して行う学習であ
り、従来の対面型授業とは異なり一人で自律的に学習を行う場面が必然的に多くなる (Lai & Gu, 
2011)。そのため、e ラーニングの長所を活かし学習効果をあげるためには、学習者の活動をモ
ニターした上で適切な支援をする必要がある。そこで本研究においては、まず (1) 学習者がど
のような心理や態度で e ラーニングを利用した英語学習に取り組んでいるかを明らかにし、そ
の上で (2) 学習者の意欲を維持させるための介入 (フィードバック) を行う英語学習支援自動
フィードバックシステムを開発することを目指した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、eラーニングを用いた英語学習における学習者の心理や態度を明らかにする
ことである。上述した (1) については質問紙調査やインタビューなどの調査手法を用いること
も考えられるが、このような調査はあくまでも省察的なものであり、それだけでは学習者の動的
なプロセスを捉えることが難しい (Nunan, 1986)。そのため、学習ログ (システムへのアクセス
回数や時間、解答履歴など) を利用した分析が行われるようになってきている (荒本他, 2015)。
次に (2) に関してはフィードバックに関する研究は数多く行われているものの、その多くは学
習者が書き・話しことばとして産出した言語構造に教員が介入してフィードバックを与えるも
のであり (Samburskiy & Quah, 2014)、学習者の意欲を維持させるための介入ではない。 
これらの問題意識に基づき、質問紙やインタビューに加え、学習ログ (システムへのアクセス
回数や滞在時間、解答履歴）など複合的データ収集を行った上で分析することとした。さらに本
研究の特徴として社会心理学の視点を取り入れ、視線や表情などの非言語的特徴を明らかにし、
これに基づいて eラーニングを用いた英語学習を支援する自動フィードバックシステムを開発・
運用し、その学習効果を測定することを目指した。 
 
３．研究の方法 
研究代表者、分担者の多くは各々の勤務校において e ラーニングを用いた英語学習を行う授
業を担当していたため、それらの授業を分析対象とした。主なデータ分析の対象となったのは、
研究代表者が 2018年度以降、地方私立大学で実施しているオンライン英語教材を利用する授業
を受講している大学 1年生を対象とする授業であった。オンライン質問紙を用いて、「コンピュ
ータ支援学習に対する態度」「授業外における ICTの活用」「学習スタイル」などから構成される
調査を実施し、その後 15週間にわたりオンラインでの英語学習を行なった。オンライン学習の
実態を調査するために、システムへのログイン回数、学習時間などの学習ログデータ、小テスト
および TOEIC スコアなどの英語力データを収集し、学習者特性がオンライン英語学習にどのよ
うな影響を及ぼすかを分析した。また 2021 年度以降の調査においては、ARCS モデルを利用し
て、オンライン教材に対する「注意 (Attention) 」「関連性 (Relevance) 」「満足 (Confidence) 」
「自信 (Satisfaction) 」の 4つの側面に関するデータも蓄積した。 
 
４．研究成果 
研究期間 1年目である 2018年度は各々の研究機関におけるデータ収集および分析を進めた。
その成果としてアメリカの国際学会において、Ozawa et al. (2018) “Development of a simple quiz-
making platform reflecting the Japanese language teachers’ needs”という発表を行った。その他にも、
大薗 (2018) 「英語初級クラス用文法教科書の新たな開発-ALC NetAcademy NEXT完全準拠 基
礎からの英文法トレーニングコーステキストブック【前編・後編】-」、阪上 (2018) 「BYODタ
イプの CALL教室における語学授業の実践と課題」などを挙げることができる。 
研究期間2年目である2019年度においては初年度のデータ蓄積を生かして精力的に活動した。
主な成果としては査読付き国際誌に掲載された Ozawa (2019) “Effects of Japanese university 
students’ characteristics on the use of an online English course and TOEIC scores”を挙げることできる。
論文では、日本の EFL 大学生の特性がオンライン英語コースの利用実態とどのように関連し、
英語能力の発達につながったかを日本の大学生 130名を対象に検討している。その結果、ほとん
どの学生がテクノロジーの利用に自信がなく、教室外では積極的に利用していないことが明ら
かになった。個人差に着目してクラスター分析を行った結果、学生が実際に授業に費やした時間
や、CALLの有効性に対する高い評価が、必ずしも英語力の伸びを予測しないことが明らかにな
った。高等教育機関においてオンライン英語コースを効果的に導入するためには、個人差を慎重
に考慮する必要があることを示唆している。 
また 3 年目以降の研究活動に繋げるため、国際学会において Tanaka et al. (2019) “How EFL 

learners react to a learning framework integrating learning records on multiple systems”というタイトル
で発表を行った他、国内の学会においても大澤他 (2019) 「オンライン英語学習における学習者



要因」というタイトルで発表を行った。また 1年目に収集したデータを利用した試みとして国内
研究会において、松田他 (2020) 「Python 歴半月で動画内人物のまばたきを数える苦労と成果」
というタイトルで発表も行った。 
研究期間 2年目の後半から 3年目である 2020年度においては新型コロナウイルスの影響を大
きく受けた。これまでの 2年間の研究成果をもとに、国際学会 EuroCALL 2020、全国英語教育学
会での発表を予定していたものの、両方の学会が中止になり、研究成果発表の機会を逸してしま
った。その後研究期間 4年目の 2021年度においても依然として学会の実施が中止あるいはオン
ラインでの実施のままであり、移動も制限されていたため、多くの研究打ち合わせおよび成果発
表の機会を逸してしまった。その中でも大澤他 (2021) 「学習者特性がオンライン英語学習に及
ぼす影響の検証」というタイトルで学会発表を行ったり、これまでの研究成果の一部をまとめて
中西・大澤 (2022) 『CAN-DOリストによる教育成果の可視化』というタイトルで書籍を刊行す
ることができた。 
当初研究期間は 4 年間の予定であったが、2、3 年目における新型コロナウイルスの影響が深
刻であったため、研究期間の延長を行なった。研究期間 5年目である 2022年度は徐々に制限が
取り除かれつつあったものの、依然として新型コロナウイルスの影響が残っていた時期であっ
た。そのため発表を予定していた国際学会の開催形態が急遽オンラインに変更になるなど、依然
として成果発表の機会を奪われることが多くあった。その中で年度末である 2023 年 3 月には 
Tanaka et al. (2023) “Rethinking tertiary-level EFL learners’ needs and self-evaluation of their proficiency 
for a COVID-19 endemic world”というタイトルで国際学会において発表できたことは大きな自信
となった。 
そして最終年度である研究期間 6年目の 2023年度においては 4年ぶりの対面開催となった国
際学会において Ozawa et al. “Promoting English language learners’ autonomous learning before and 
during COVID-19”というタイトルで発表を行ったほか、査読付き論文として大木他 (2023) 「オ
ンライン誘出模倣課題を用いた英語語用論的定型表現の指導」を投稿し採択された。 
今後さらに、関連業績を査読誌や書籍で公開し、フィードバックシステムの開発を進め、2024
年度以降に本格的な運用を開始する予定である。 
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